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台
風
第
19
号
に
伴
う
災
害

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
全

国
13
都
県
3
1
6
市
区
町
村

（
う
ち
市
区
部
1
5
1
市
6

区
、各
都
県
の
数
値
は
下
掲
）

に
対
し
、
10
月
12
、
13
両
日

付
で
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
。

ま
た
、
政
府
は
台
風
19
号

災
害
を
特
定
非
常
災
害
・
激

甚
災
害
に
指
定
す
る
方
針
。

普
通
交
付
税
の
繰
り
上
げ
交

付
や
、
補
正
予
算
も
含
め
た

財
政
措
置
も
講
じ
て
い
く
。

台
風
19
号
に
伴
う
災
害
救

助
法
適
用
市
区
数

岩
手
県
6
市
、
宮
城
県
14

市
、
福
島
県
12
市
、
茨
城
県

20
市
、
栃
木
県
11
市
、
群
馬

県
11
市
、
埼
玉
県
21
市
、
東

京
都
15
市
6
区
、
神
奈
川
県

11
市
、
新
潟
県
3
市
、
山
梨

県
10
市
、
長
野
県
16
市
、
静

岡
県
1
市

「
令
和
元
年
度
都
道
府
県

議
会
議
員
及
び
市
区
町
村
議

会
議
員
総
務
大
臣
感
謝
状
贈

呈
式
」
が
10
月
15
日
、
都
内

で
行
わ
れ
た
。

感
謝
状
は
、
地
方
議
会
議

員
と
し
て
通
算
35
年
以
上
在

職
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に

顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
方
に
贈
呈
さ
れ
る
。

本
年
度
の
贈
呈
者
は
48
人
。

う
ち
、
市
区
議
会
議
員
は
29

人
（
2
面
に
掲
載
）
。

式
典
で
は
、
高
市
早
苗
総

務
大
臣
の
代
理
と
し
て
、
長

谷
川
岳
総
務
副
大
臣
か
ら
式

辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
感
謝

状
並
び
に
記
念
品
贈
呈
に
お

い
て
、
市
区
議
会
議
員
を
代

表
し
、
石
倉
一
夫
渋
川
市
議

会
議
長
が
受
領
し
た
。

続
い
て
来
賓
祝
辞
、
野
尻

哲
雄
会
長
（
大
分
市
議
会
議

長
）
は
じ
め
来
賓
の
紹
介
や

祝
電
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、

贈
呈
者
代
表
か
ら
謝
辞
が
あ

っ
た
。

このたびの台風19号による極めて広範な地域に及
ぶ甚大な被害の報に接し、被災された皆様方に対し
心からお見舞い申し上げますとともに、犠牲になら
れた方々のご冥福と早期に復旧されますことを、謹
んでお祈り申し上げます。
さて、今回の台風19号に伴う災害に対する義援金

（被災市に対する支援も含む。以下同じ。）につい
て、下記のとおり災害義援金口座を開設いたしまし
たので、何とぞご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

義援金を拠出される場合は、各市議会単位で次の
口座へ12月13日（金）までにお振り込み願います。
⑴ 口 座 名 全国市議会議長会 災害義援金口座
⑵ 銀 行 名 みずほ銀行 麹町支店（店番号021）
⑶ 口座番号 普通預金 1512547

全国市議会旬報は、今号で第2100号の発行
を迎えることができました。昭和36年7月の創
刊以来、長きにわたり、皆様方にご愛読いた
だいておりますことに対し、衷心より厚くお
礼申し上げます。
本紙の発行を継続してこられましたのも、

ひとえに、全国815市区の議長、議員、議会事
務局の皆様のご愛読、ご支援、ご高配のたま
ものと深く感謝しております。
今後とも、情報提供に努めるとともに全国

の市区議会議員、議会事務局職員の皆様と本
会をつなぐ媒体として一層の紙面充実へ努力
を重ねてまいりますので、引き続きご愛読く
ださるようお願い申し上げます。
今後もご指導、ご協力を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。
企画議事部 旬報担当一同

10月25日
毎月3回5の日に発行

発行 全国市議会議長会

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生
http://www.si-gichokai.jp

令和元年
（2019年）全国 第2100号

ぜんこくしぎかいじゅんぽう

市議会旬報
市市
区区
議議
2299
人人
にに
感感
謝謝
状状

本紙が発行2100号

総総
務務
大大
臣臣
かか
らら
贈贈
呈呈

市区議会議員贈呈者と来賓との記念撮影

代表受領する石倉渋川市議長（左）

来賓として参列した野尻会長（中央）

台台風風1199号号災災害害義義援援金金募募集集

台台
風風
1199
号号
各各
地地
にに
被被
害害

全国市議会議長会
会長 野尻哲雄

特特
定定
非非
常常
災災
害害
・・
激激
甚甚
指指
定定
へへ

本本
会会
義義
援援
金金

（1） 令和元年10月25日 第2100号全国市 議 会 旬 報
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
石
倉
彰

魚
津
市
議
会
議
長
）
は
10
月

15
日
、
全
国
都
市
会
館
で
令

和
元
年
度
第
1
回
理
事
会
を

開
催
し
、
①
建
設
促
進
②
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更

な
る
機
能
向
上
と
最
適
利
用

の
推
進
③
安
全
対
策
の
推
進

④
料
金
制
度
―
の
4
項
目
を

大
き
な
柱
と
す
る
要
望
書
を

決
定
し
た
（
要
望
書
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

会
議
冒
頭
、
石
倉
会
長
は
、

各
地
で
頻
発
す
る
台
風
な
ど

に
よ
る
自
然
災
害
へ
の
お
見

舞
い
を
述
べ
た
後
、
「
高
速

道
路
は
地
域
経
済
の
発
展
や

広
域
緊
急
医
療
に
資
す
る
ほ

か
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
輸

送
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
な
ど
、
そ
の
重
要
性
が
一

層
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

未
開
通
区
間
や
暫
定
二
車
線

区
間
が
多
く
残
り
、
本
来
の

効
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

高
速
道
路
網
の
建
設
と
整
備

促
進
等
に
積
極
的
な
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
国
土
交
通
省
道

路
局
高
速
道
路
課
の
手
塚
寛

之
高
速
道
路
事
業
調
整
官
か

ら
「
高
速
道
路
を
取
り
巻
く

最
近
の
情
勢
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
①
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
②
高
速
道
路
の

安
全
・
安
心
計
画
③
高
速
道

路
料
金
体
系
の
見
直
し
④
オ

リ
パ
ラ
期
間
に
お
け
る
首
都

高
の
流
動
確
保
の
検
討
⑤
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
）
―
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
平
成
30
年
度

決
算
に
つ
い
て
、
小
坂
直
親

監
事
（
亀
山
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
。
令
和
2

年
2
月
12
日
開
催
の
第
46
回

定
期
総
会
に
提
出
す
る
こ
と

と
し
た
。
続
い
て
、
高
速
道

路
建
設
・
整
備
促
進
等
に
関

す
る
要
望
書
を
原
案
の
通
り

決
定
し
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

国国
土土
交交
通通
副副
大大
臣臣
らら
にに

面面
談談
要要
望望

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談

役
は
、
理
事
会
終
了
後
と
翌

16
日
、
国
土
交
通
省
や
与
党

要
職
に
対
し
、
要
望
活
動
を

展
開
し
た
。

15
日
は
、
二
之
湯
智
自
民

党
政
務
調
査
会
長
代
理
、
黄

川
田
仁
志
同
党
国
土
交
通
部

会
長
代
理
、
鳩
山
二
郎
同
党

国
土
交
通
副
部
会
長
に
要
望

書
を
手
交
の
上
、
面
談
要
望
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

特
に
、
要
望
書
の
①
で
は
、

高
規
格
幹
線
道
路
網
1
万
4

0
0
0
㎞
の
早
期
整
備
と
暫

定
2
車
線
区
間
の
4
車
線
化
、

②
で
は
、
効
率
的
な
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
渋
滞
対
策
や
交
通
状

況
に
応
じ
た
車
線
運
用
な
ど

で
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
こ

と
や
、
Ｉ
Ｃ
及
び
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
一
層
の
整
備
促
進
、

③
で
は
、
老
朽
化
や
防
災
、

事
故
防
止
な
ど
一
層
の
安
全

対
策
の
推
進
、
④
で
は
、
料

金
制
度
の
適
切
な
見
直
し
―

を
要
望
し
た
。

16
日
に
は
、
青
木
一
彦
国

土
交
通
副
大
臣
、
佐
々
木
紀

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、
山

田
邦
博
国
土
交
通
省
技
監
、

池
田
豊
人
国
土
交
通
省
道
路

局
長
、
小
里
泰
弘
自
民
党
国

土
交
通
部
会
長
に
要
望
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

□
感
謝
状
贈
呈
者
【
名
簿
順
、
※
は
元
職
】

▽
田
口
一
男
（
二
戸
）
▽
髙
橋
義
雄
（
栗
原
）
▽
※

尾
形
源
二
（
山
形
）
▽
石
﨑
勝
三
（
笠
間
）
▽
久
保
谷

孝
夫
（
つ
く
ば
）
▽
金
子
和
雄
（
つ
く
ば
）
▽
滝
口
隆

一
（
つ
く
ば
）
▽
石
倉
一
夫
（
渋
川
）
▽
中
野
昭
（
鴻

巣
）
▽
高
橋
秀
樹
（
戸
田
）
▽
池
ノ
内
秀
夫
（
志
木
）

▽
佐
藤
清
治
（
吉
川
）
▽
印
南
宏
（
我
孫
子
）
▽
豊
島

庸
市
（
我
孫
子
）
▽
太
田
哲
二
（
杉
並
）
▽
木
梨
盛
祥

（
杉
並
）
▽
杉
本
忠
一
（
七
尾
）
▽
山
口
春
美
（
碧
南
）

▽
大
原
功
（
弥
富
）
▽
八
太
正
年
（
津
）
▽
野
並
享
子

（
野
洲
）
▽
小
川
眞
和
（
福
山
）
▽
三
笠
輝
彦
（
高
松
）

▽
松
尾
義
幸
（
小
城
）
▽
※
島
田
一
德
（
島
原
）
▽
真

砂
矩
男
（
杵
築
）
▽
入
船
攻
一
（
鹿
児
島
）
▽
山
田
勝

（
阿
久
根
）
▽
宮
内
博
（
霧
島
）

以
上
29
名

監査報告する小坂監事
（亀山市議長）

小里自民党国土交通部会長（中央）

高速協
高
速
道
路
建
設
整
備
促
進

4
車
線
化
防
災
な
ど
要
望あいさつする石倉会長

（魚津市議長）

青木国土交通副大臣（左から6人目）

二之湯自民党政調会長代理（中央）

第2100号 令和元年10月25日 （2）全国市 議 会 旬 報



河杉憲二議長
（防府市）

山
口
県
防
府
市
（
本
会
中

国
部
会
長
市
）
の
東
南
端
に

と
の
み

位
置
す
る
富
海
地
区
。
藍
に

よ
る
地
域
お
こ
し
に
取
り
組

み
、
藍
製
品
の
色
合
い
「
富

海
ブ
ル
ー
」
の
全
国
浸
透
を

目
指
し
て
い
る
。

中
高
年
世
代
な
ら
馴
染
み

の
深
い
南
沙
織
の
1
9
7
1

年
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
17
才
」
。

「
誰
も
い
な
い
海
、
2
人
の

愛
を
確
か
め
た
く
て
〜
」
。

こ
の
海
が
富
海
の
海
だ
。

今
年
亡
く
な
っ
た
同
市
出
身

の
作
詞
家
、
有
馬
三
恵
子
さ

ん
が
地
元
の
海
を
詠
ん
だ
。

江
戸
時
代
に
は
小
型
高
速

の
「
飛
船
」
で
の
回
船
業
な

ど
で
栄
え
、
幕
末
に
は
維
新

志
士
ら
が
頻
繁
に
立
ち
寄
っ

た
富
海
。
「
誰
も
い
な
い
」

ど
こ
ろ
か
人
の
出
入
り
の
多

か
っ
た
土
地
だ
が
、
現
代
で

は
人
口
が
2
0
0
0
人
余
り

ま
で
減
り
、
代
表
的
な
中
山

間
地
域
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
。

も
っ
と
も
深
い
緑
と
青
い

海
に
恵
ま
れ
る
だ
け
に
、
町

お
こ
し
の
タ
ネ
は
あ
る
。
そ

こ
で
地
域
の
有
志
と
市
関
係

者
が
注
目
し
た
の
が
藍
だ
。

地
元
に
は
藍
染
の
第
一
人

者
飴
村
秀
子
さ
ん
（
91
）
が

い
て
、
飴
村
さ
ん
の
指
導
の

下
、
地
元
の
多
く
の
人
が
藍

染
め
を
学
ぶ
。

自
然
と
、
藍
に
よ
る
地
域

お
こ
し
の
声
が
上
が
り
、
市

も
2
0
1
5
年
度
に
国
に
よ

る
特
別
交
付
税
対
象
と
な
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を

募
集
、
そ
の
活
動
を
支
え
た
。

藍
を
栽
培
し
、
刈
り
取
っ

た
葉
を
乾
燥
、
伝
統
技
法
を

使
っ
て
発
酵
さ
せ
、
そ
う
し

て
作
っ
た
染
液
か
ら
藍
染
製

品
を
制
作
す
る
。

市
の
募
集
に
応
じ
た
協
力

隊
員
2
人
は
、
一
連
の
作
業

で
習
熟
度
を
上
げ
、
3
年
の

任
期
を
終
え
た
後
、
藍
染
工

房
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し
た
。

地
元
で
は
「
富
海
地
域
活

性
化
協
議
会
」
も
組
織
さ
れ
、

地
域
お
こ
し
戦
略
を
策
定
、

「
富
海
ブ
ル
ー
か
ら
始
ま
る

稼
ぐ
力
創
出
事
業
」
は
地
域

再
生
法
に
基
づ
く
地
域
再
生

計
画
と
し
て
国
か
ら
認
定
さ

れ
た
。
も
は
や
藍
染
製
品
の

製
造
販
売
は
地
域
お
こ
し
の

核
と
み
な
さ
れ
る
存
在
だ
。

明
治
時
代
に
来
日
し
た
英

国
人
化
学
者
が
街
な
か
で
目

に
す
る
藍
製
品
の
美
し
さ
を

「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
」
と
称

賛
し
た
。
富
海
で
は
好
ん
で

「
富
海
ブ
ル
ー
」
と
呼
ば
れ

る
。
藍
に
携
わ
る
人
々
は
そ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

日
々
活
動
を
続
け
て
い
る
。

河河
杉杉
議議
長長
のの
話話

本
市
は
、
山
口
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
し
、
古
く
か

ら
周
防
の
国
の
国
府
と
し
て

栄
え
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
。

菅
原
道
真
公
ゆ
か
り
の
防
府

天
満
宮
は
、
日
本
で
最
初
に

創
建
さ
れ
た
天
満
宮
で
、
多

く
の
方
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
は
山

口
県
の
方
言
で
あ
る
『
幸
せ

ま
す
』
に
「
幸
せ
が
増
す
」

と
い
う
意
味
を
付
け
加
え
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
「
幸
せ
ま
す
の
ま
ち
ほ

う
ふ
」
で
、
幸
せ
が
増
し
ま

す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
遠

藤
政
幸
盛
岡
市
議
会
議
長
）

は
10
月
7
日
、
高
松
市
で
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

議
を
開
催
し
た
。

協
議
で
は
、
「
自
治
体
病

院
経
営
に
関
す
る
要
望

（
案
）
」
を
原
案
の
通
り
決

定
。
要
望
は
①
財
政
措
置
②

医
師
確
保
対
策
等
③
医
師
等

の
働
き
方
改
革
④
新
た
な
専

門
医
制
度
⑤
救
急
医
療
体
制

⑥
地
域
医
療
構
想
⑦
東
日
本

大
震
災
等
の
被
災
地
に
お
け

る
医
療
の
確
保
⑧
自
然
災
害

発
生
時
に
お
け
る
医
療
の
確

保
―
の
8
項
目
を
大
き
な
柱

と
し
て
い
る
（
要
望
書
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

全
加
盟
団
体
へ
要
望
書
を
送

付
し
、
地
元
選

出
国
会
議
員
な

ど
に
対
す
る
要

望
活
動
を
依
頼
。
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
は
、
11
月

20
日
、
政
府
の
要
職
な
ど
に

要
望
す
る
こ
と
と
し
た
。

会
議
で
は
他
に
、
遠
藤
会

長
、
開
催
地
の
小
比
賀
勝
博

高
松
市
議
会
議
長
、
大
西
秀

人
高
松
市
長
か
ら
の
挨
拶
の

ほ
か
、
11
月
1
日
開
催
の
第

15
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ

ー
の
運
営
、
11
月
20
日
開
催

の
自
治
体
病
院
全
国
大
会
2

0
1
9
「
地
域
医
療
再
生
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
、
来
年
度
開
催

の
第
48
回
定
期
総
会
で
実
施

予
定
の
役
員
改
選
に
つ
い
て

の
協
議
な
ど
が
あ
っ
た
。

病病院院協協

財財
政政
措措
置置
医医
師師
確確
保保
をを

部会長市
紹介⑥

「「
富富
海海
ブブ
ルル
ーー
」」でで
地地
域域
おお
ここ
しし

〜〜
山山
口口
県県
防防
府府
市市
〜〜

役役
員員
会会
でで
要要
望望
決決
定定

正副会長・監事・相談役会議の模様

藍畑（写真＝防府市提供）

染料をためた藍甕（同）

あいさつする遠藤会長
（盛岡市議長）
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総
務
省
は
9
月
30
日
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
全
国
の
自

治
体
へ
初
め
て
配
分
し
た
。

総
額
は
約
1
0
0
億
円
で
、

市
単
位
で
は
横
浜
市
の
7
1

0
4
万
円
が
一
番
多
か
っ
た
。

同
省
は
来
年
3
月
に
今
年
度

2
回
目
の
配
分
を
す
る
。

同
税
は
、
森
林
整
備
の
地

方
財
源
の
た
め
の
「
森
林
環

境
税
」（
1
人
1
0
0
0
円
）

が
2
0
2
4
年
度
に
導
入
さ

れ
る
の
に
先
立
ち
、
前
倒
し

実
施
の
形
で
今
年
度
施
行
さ

れ
た
。

各
自
治
体
へ
の
配
分
に
当

た
っ
て
は
①
私
有
人
工
林
面

積
（
5
割
）
②
人
口
（
3
割
）

③
林
業
就
業
者
数
（
2
割
）

―
と
い
う
按
分
基
準
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

本
会
は
「
令
和
2
年
度

地
方
税
財
政
対
策
に
関
す

る
要
望
書
」
の
中
で
、
森

林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

「
市
町
村
の
使
途
状
況
、

林
業
需
要
等
を
勘
案
し
、

必
要
に
応
じ
譲
与
基
準
な

ど
所
要
の
見
直
し
を
行

う
」
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

▼
議
長

▽
合
志

坂
本
武
人（
5
・
10
）

▽
大
川

川
野
栄
美
子（
5
・
13
）

▽
伊
万
里
馬
場

繁（
5
・
20
）

▽
厚
木
寺
岡
ま
ゆ
み（
8
・
7
）

▽
三
郷

菊
名

裕（
8
・
7
）

▽
福
島

梅
津
政
則（
8
・
8
）

▽
松
阪

大
平

勇（
8
・
8
）

▽
長
浜

西
邑
定
幸（
8
・
8
）

▽
み
や
ま
瀬
口

健（
8
・
8
）

▽
二
戸
小
笠
原
清
晃（
8
・
9
）

▽
淡
路

松
本
英
志（
8
・
9
）

▽
壱
岐

豊
坂
敏
文（
8
・
9
）

▽
可
児

伊
藤

壽（
8
・
14
）

▽
那
覇

久
高
友
弘（
8
・
19
）

▽
久
慈

畑
中
勇
吉（
8
・
20
）

▽
向
日

天
野
俊
宏（
8
・
20
）

▽
松
原

篠
本
雄
嗣（
8
・
26
）

▽
八
幡
浜
石
崎
久
次（
8
・
26
）

▽
会
津
若
松清

川
雅
史（
8
・
27
）

▽
勝
山

松
山
信
裕（
9
・
2
）

▽
大
竹

細
川
雅
子（
9
・
4
）

▽
匝
瑳

石
田
勝
一（
9
・
6
）

▽
仙
台

鈴
木
勇
治（
9
・
9
）

▽
郡
山
七
海
喜
久
雄（
9
・
9
）

▽
柏

石
井
昭
一（
9
・
9
）

▽
益
田

林

卓
雄（
9
・
10
）

▽
盛
岡

遠
藤
政
幸（
9
・
11
）

▽
須
賀
川
五
十
嵐
伸（
9
・
12
）

▽
富
谷

渡
邊
俊
一（
9
・
13
）

▽
釜
石

木
村
琳
藏（
9
・
17
）

▽
塩
竈

伊
藤
博
章（
9
・
18
）

▽
秦
野

今
井

実（
9
・
18
）

▽
大
洲

山
本
光
明（
9
・
18
）

▽
陸
前
高
田福

田
利
喜（
9
・
20
）

▽
多
賀
城
伏
谷
修
一（
9
・
20
）

▽
横
手

播
磨
博
一（
9
・
20
）

▽
越
前
三
田
村
輝
士（
9
・
20
）

▽
八
潮

岡
部
一
正（
9
・
20
）

▽
八
街

鈴
木
広
美（
9
・
20
）

▽
海
津

水
谷
武
博（
9
・
24
）

▽
有
田

生
駒
三
雄（
9
・
26
）

▽
倉
吉

伊
藤
正
三（
9
・
26
）

▽
宇
和
島
福
島
朗
伯（
9
・
26
）

▽
鹿
沼

増
渕
靖
弘（
9
・
27
）

▽
柏
原

中
村
保
治（
9
・
27
）

▽
八
代

上
村
哲
三（
9
・
30
）

▽
角
田

渡
邊

誠（
10
・
2
）

▽
名
張
富
田
真
由
美（
10
・
2
）

▽
和
泉

吉
川
茂
樹（
10
・
2
）

▽
羽
曳
野
金
銅
宏
親（
10
・
3
）

▽
え
び
の
北
園
一
正（
10
・
3
）

▽
大
仙

金
谷
道
男（
10
・
4
）

▽
天
童

山
崎

諭（
10
・
8
）

▽
長
野

小
泉
栄
正（
10
・
8
）

▽
阪
南

二
神

勝（
10
・
8
）

▽
草
津

瀬
川
裕
海（
10
・
8
）

▽
伊
東

佐
山

正（
10
・
9
）

▼
副
議
長

▽
紀
の
川川

原
一
泰（
30
・
12
・
7
）

▽
合
志

青
木
照
美（
5
・
10
）

▽
大
川

平
木
一
朗（
5
・
13
）

▽
伊
万
里
坂
本
繁
憲（
5
・
20
）

▽
厚
木

井
上

武（
8
・
7
）

▽
三
郷
村
上
香
代
子（
8
・
7
）

▽
福
島

尾
形

武（
8
・
8
）

▽
松
阪

松
岡
恒
雄（
8
・
8
）

▽
長
浜

草
野

豊（
8
・
8
）

▽
み
や
ま
宮
本
五
市（
8
・
8
）

▽
二
戸

田
中
勝
二（
8
・
9
）

▽
淡
路

打
越

齊（
8
・
9
）

▽
壱
岐

赤
木
貴
尚（
8
・
9
）

▽
可
児

天
羽
良
明（
8
・
14
）

▽
那
覇

桑
江

豊（
8
・
19
）

▽
久
慈

澤
里
富
雄（
8
・
20
）

▽
向
日

冨
安
輝
雄（
8
・
20
）

▽
知
立

杉
山
千
春（
8
・
26
）

▽
松
原

河
内

徹（
8
・
26
）

▽
八
幡
浜佐々

木
加
代
子（
8
・
26
）

▽
会
津
若
松樋

川

誠（
8
・
27
）

▽
勝
山

乾

章
俊（
9
・
2
）

▽
小
矢
部
山
室
秀
隆（
9
・
3
）

▽
大
竹

寺
岡
公
章（
9
・
4
）

▽
仙
台

嶋
中
貴
志（
9
・
9
）

▽
郡
山

田
川
正
治（
9
・
9
）

▽
柏

中
島

俊（
9
・
9
）

▽
益
田

河
野
利
文（
9
・
10
）

▽
盛
岡

高
橋
重
幸（
9
・
11
）

▽
須
賀
川
安
藤

聡（
9
・
12
）

▽
富
谷

畑
山
和
晴（
9
・
13
）

▽
釜
石

菊
池
秀
明（
9
・
17
）

▽
塩
竈

曾
我
ミ
ヨ（
9
・
18
）

▽
秦
野

木
村
眞
澄（
9
・
18
）

▽
大
洲

中
野
寛
之（
9
・
18
）

▽
陸
前
高
田大

坂

俊（
9
・
20
）

▽
多
賀
城
根
本
朝
栄（
9
・
20
）

▽
越
前
大
久
保
健
一（
9
・
20
）

▽
八
潮

篠
原
亮
太（
9
・
20
）

▽
八
街

林

政
男（
9
・
20
）

▽
海
津

橋
本
武
夫（
9
・
24
）

▽
浦
添
松
下
美
智
子（
9
・
24
）

▽
有
田

池
田
敦
城（
9
・
26
）

▽
倉
吉

福
井
康
夫（
9
・
26
）

▽
宇
和
島
武
田
元
介（
9
・
26
）

▽
鹿
沼

鈴
木
敏
雄（
9
・
27
）

▽
柏
原

峯

弘
之（
9
・
27
）

▽
新
庄

新
田
道
尋（
9
・
30
）

▽
座
間

竹
田
陽
介（
9
・
30
）

▽
八
代
成
松
由
紀
夫（
9
・
30
）

▽
角
田

相
澤
邦
戸（
10
・
2
）

▽
名
張

坂
本
直
司（
10
・
2
）

▽
和
泉
大
浦
ま
さ
し（
10
・
2
）

▽
羽
曳
野
通
堂
義
弘（
10
・
3
）

▽
え
び
の遠

目
塚
文
美（
10
・
3
）

▽
大
仙

古
谷
武
美（
10
・
4
）

▽
天
童

水
戸
芳
美（
10
・
8
）

▽
長
野

宮
崎
治
夫（
10
・
8
）

▽
阪
南

中
村
秀
人（
10
・
8
）

▽
草
津

永
井
信
雄（
10
・
8
）

▽
伊
東

中
島
弘
道（
10
・
9
）

▽
裾
野

佐
野
利
安（
10
・
9
）

▼
事
務
局
長

▽
多
賀
城
長
田

健（
4
・
1
）

▽
三
条

栗
山
貴
行（
4
・
1
）

▽
前
橋

髙
野

章（
4
・
1
）

▽
吉
川

戸
張
悦
男（
4
・
1
）

▽
柏

松
山
正
史（
4
・
1
）

▽
飛
驒

野
村
賢
一（
4
・
1
）

▽
羽
曳
野
吉
村
俊
一（
4
・
1
）

▽
宇
和
島
古
谷
輝
生（
4
・
1
）

▽
宮
若

花
井
秀
俊（
4
・
1
）

▽
木
津
川
金
森
利
雄（
7
・
1
）

▽
大
仙

齋
藤
博
美（
9
・
1
）

▽
桐
生

新
井
利
幸（
10
・
1
）

▽
千
曲
市
（
長
野
県
）

〒
3
8
7
―
8
5
1
1

千
曲
市
杭
瀬
下
2
―
1

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

変
更
な
し

台
風
19
号
に
よ
り
、
千
曲

川
の
堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど

長
野
県
内
は
大
き
な
被
害
を

受
け
た
。
千
曲
市
の
新
庁
舎

に
つ
い
て
は
「
庁
舎
外
の
植

栽
の
一
部
が
流
さ
れ
た
」（
議

会
事
務
局
）
と
い
う
。

議議
会会
人人
事事

森
林
環
境
譲
与
税

初
配
分

総総
務務
省省

【写真提供＝千曲市】

新新
庁庁
舎舎
落落
成成
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